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戦
前
、
最
高
学
府
で
あ
る
帝
国
大
学
に
は
、
原
則

と
し
て
、
高
等
学
校
・
大
学
予
科
の
卒
業
生
が
入
学

し
た
。
女
性
は
高
等
学
校
・
大
学
予
科
に
入
学
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
大
学
進
学
の
ル
ー
ト
か
ら
は
ず
れ

て
い
た
。
女
性
が
制
度
的
に
大
学
へ
入
学
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、一
九
四
七
年
か
ら
で
あ
る
。

　

佐
藤
昌
介
が
北
海
道
帝
国
大
学
の
初
代
総
長
と

し
て
在
任
中
、
北
大
で
は
女
性
の
入
学
を
実
現
し

た
。一
九
一
八
年
九
月
加
藤
セ
チ
が
全
科
選
科
生（
現

在
の
科
目
等
履
修
生
）と
し
て
、
入
学
し
た
の
で
あ

る
。

　

一
九
一
八
年
七
月
九
日
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学

校
の
修
学
旅
行
団
が
、
加
藤
セ
チ
ら
在
札
の
同
窓
生

と
共
に
初
め
て
北
大
を
訪
れ
た
際
に
、佐
藤
昌
介
は

歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
。
佐
藤
は
、
そ
の
時
の
様
子
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

▼
「
私
は
先
年
欧
米
か
ら
帰
つ
て
東
北
大
学
に
講

演
を
致
し
ま
し
た
際
に
三
人
の
女
学
生
が
あ
り
ま

し
た
。
是
は
時
の
総
長
澤
柳
博
士
が
大
英
断
を
以

て
入
学
を
許
容
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
其
の
三
人

は
立
派
に
卒
業
し
ま
し
た
。
併
し
後
が
続
か
ぬ
の
で

今
は
前
に
も
後
に
も
只
こ
の
三
人
丈
け
に
止
ま
つ

て
居
り
ま
す
。
先
達
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の

学
生
が
参
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
私
の
大
学
は
大
い
に

門
戸
を
開
放
い
た
し
ま
す
か
ら
、
御
希
望
者
は
遠

慮
は
い
ら
ぬ
…
…
と
申
し
た
ら
冗
談
と
思
は
れ
て

居
た
か
も
知
ら
ぬ
が
、
自
分
は
真
実
左
様
に
信
じ
て

居
る
の
で
あ
り
ま
す
。」（『
北
海
道
教
育
』第
二
号
、

一
九
一
八
年
、二
〇
頁
）

　

　

佐
藤
昌
介
は
、
東
京
女
子

高
等
師
範
学
校
関
係
者
の
前

で
北
大
で
は
女
性
の
入
学
を

認
め
る
と
、
高
ら
か
に
宣
言

し
た
。「
よ
し
そ
れ
で
は
も
う

一
度
勉
強
の
や
り
直
し
を
し
よ
う
」と
、
北
大
に
入

学
願
書
を
提
出
し
た
の
が
加
藤
セ
チ
で
あ
る（『
札

幌
同
窓
会
誌
』第
二
号
、
五
五
頁
）。

　

佐
藤
昌
介
の
意
に
反
し
て
、
教
官
の
間
で
は
反
対

意
見
が
強
か
っ
た
。
苦
肉
の
策
と
し
て「
学
生
」で
は

な
く
「
全
科
選
科
生
」と
し
て
加
藤
セ
チ
を
入
学
さ

せ
た
。一
九
二
〇
年
に
は
、
加
藤
の
後
輩
に
あ
た
る

本
間
ヤ
ス
も
、
全
科
選
科
生
と
し
て
入
学
す
る
。

▼
「
先
年
お
茶
の
水〔
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
〕

の
生
徒
さ
ん
が
北
海
道
に
見
学
に
来
ら
れ
た
時

婦
人
の
た
め
に
大
学
を
開
放
し
て
も
よ
い
と
い

ふ
事
を
私
が
申
し
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
案
内
に

当
つ
て
居
ら
れ
た
お
茶
の
水
出
身
の
さ
る
女
学

校
教
諭〔
北
星
女
学
校
教
諭
、
加
藤
セ
チ
〕が
職

を
抛
な
げ
うつ

て
大
学
に
入
学
せ
ら
れ
ま
し
た
。
始
め

て
で
あ
る
か
ら
実
は
ど
う
か
と
思
つ
て
居
ま
し

た
。
ま
た
男
学
生
の
方
も
あ
ま
り
歓
迎
せ
ず
多

少
い
ぢ
め
る
や
う
な
振
舞
も
あ
つ
た
や
う
で
あ

り
ま
し
た
の
に
、
本
人
は
一
向
平
気
で
勉
強
を

つ
ゞ
け
遂
に
は
男
子
か
ら
ノ
ー
ト
を
借
り
ら
れ

る
と
い
ふ
わ
け
で
、
三
年
間
に
は
男
子
を
凌
駕

し
て
選
科
生
の
首
席
と
な
つ
て
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
人
は
大
学
院〔
実
際
は
副
手
勤
務
〕に
入
り

今
は
東
京
の
理
化
学
研
究
所
に
居
り
ま
す
。
又

今
一
人
の
女
性〔
本
間
ヤ
ス
〕で
全
部
選
科
を
と

ほ
つ
て
現
に
大
学
院〔
副
手
勤
務
〕に
居
る
の
も

あ
り
ま
す
。」（
宮
城
県
第
二
高
等
女
学
校
『
学
友

会
雑
誌
』第
七
号
、一
九
二
七
年
、一
〇
頁
。〔　

〕

補
足
は
山
本
）

　

加
藤
セ
チ
・
本
間
ヤ
ス
の
存
在
は
、
女
子
教
育
と

大
学
教
育
の
問
題
点
を
え
ぐ
り
出
し
、
佐
藤
昌
介

の
女
子
教
育
論
に
深
み
を
与
え
て
い
く
。

「
最
高
の
教
育
は
男
子
に
限
る
も
の
に
あ
ら
ず
、

女
性
に
も
同
様
の
機
会
を
」

北
大
初
代
総
長 

佐
藤
昌
介——

（
そ
の
３
）

佐
藤 

昌
介

Sato Shosuke

「
リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
」は
、北
海
道
大
学（
及
び
、

そ
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
）に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
々
の
言
葉
を
お
届
け
し
ま
す
。

リ

テ

ラ

ポ

プ

リ

加藤セチ（1918 年 3 月
東京女子高等師範学校
卒業記念写真、お茶の
水女子大学所蔵）
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▼「
高
等
学
校
令
第
一
条
は
男

子
の
為
め
に
高
等
学
校
を
設

立
す
る
事
を
明
示
し
て
、
女

子
の
為
め
に
堅
く
門
を
閉
ぢ

て
ゐ
る
。
故
に
今
日
女
子
の

高
等
教
育
を
施
す
に
は
新
た

に
女
子
の
高
等
学
校
を
設
立

す
る
か
、
高
等
学
校
令
を
改

正
し
て
共
学
を
許
さ
な
け
れ

ば
、
如
何
に
女
子
の
中
等
教

育
を
充
実
し
て
も
、
そ
の
進

路
は
此
処
に
閉
塞
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
女
子
教
育
の
向
上

の
階
梯
は
第
一
次
に
高
等
女

学
校
の
学
科
目
改
善
、
第
二

次
に
は
高
等
学
校
の
新
設
又

は
共
学
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

（
略
）高
等
普
通
教
育
を
卒
へ

て
更
に
大
学
教
育
を
望
む
女

子
に
は
、
大
学
は
門
戸
を
開
放
し
て
女
子
を
収

容
す
べ
き
で
あ
る
。
既
に（
略
）北
海
道
大
学
に

は
選
科
生
と
し
て（
略
）女
子
高
等
師
範
の
卒
業

生
を
入
学
せ
し
め
て
ゐ
る
。こ
れ
等
の
女
子
は
概

ね
成
績
良
好
で
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
て
ゐ
る
。

然
し
高
等
普
通
教
育
を
受
け
得
な
い
為
め
に
、

専
門
の
学
科
は
男
子
と
同
等
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
学
士
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
即
ち
女

子
の
高
等
教
育
機
関
の
な
い
為
め
男
子
同
様
の

卒
業
生
と
し
て
社
会
に
出
ら
れ
な
い
結
果
を
生

ず
る
の
で
あ
る
。」（
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
一
日
付

『
相
互
新
聞
』）

　

理
学
部
創
設
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
た

一
九
二
八
年
二
月
六
日
、
佐
藤
昌
介
は
、
北
海
道
帝

国
大
学
第
十
回
記
念
式
の
式
辞
に
お
い
て
、
女
性
の

入
学
に
つ
い
て
語
っ
た
。

▼
「
抑
々
最
高
学
府
タ
ル
教
育
機
関
ハ
、
宇
宙
万
有

ノ
知
識
ヲ
網
羅
研
究
ス
ル
モ
ノ
テ
ア
ル
ト
同
時

ニ
、
知
識
ヲ
要
求
ス
ル
所
ノ
総
テ
ノ
人
類
ニ
向
ツ

テ
、
其
ノ
門
戸
ヲ
開
放
ス
ヘ
キ
テ
ア
ル
。
コ
ノ
意

義
ニ
於
テ
、
最
高
ノ
教
育
ハ
独
リ
男
子
ニ
限
ル
ヘ

キ
モ
ノ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
女
性
ニ
対
シ
テ
モ
同
様
ノ

機
会
ヲ
均
等
ニ
与
フ
ル
コ
ト
ハ
、
文
化
ノ
進
展
上

緊
要
ノ
コ
ト
テ
ア
ル
ト
思
フ
。」（
一
九
二
八
年
二

月
六
日
付
『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』。
句
読
点

付
加
は
山
本
）

　

一
九
三
〇
年
、
理
学
部
は
、
入
学
資
格
に
女
子
高

等
師
範
学
校
卒
業
を
加
え
、「
学
生
」と
し
て
の
女

性
の
入
学
を
認
め
た
。
理
学
部
開
設
と
同
時
に
、
吉

村
フ
ジ
が
、
初
め
て
学
生
と
し
て
入
学
し
た
。

　

女
性
の
学
生
入
学
を
見
届
け
、
同
年
一
二
月
、
佐

藤
昌
介
は
総
長
を
勇
退
し
た
。

大
学
文
書
館　

山
本  

美
穂
子

Yam
am

oto M
ihoko
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